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能力を結集し組織力を向上
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皆さんと共に進化発展を
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薄
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業
部
長
挨
拶

個
、部
署
の
知
恵
と
能
力
を
結
集
し
、『
組
織
力
』を
向
上

皆
さ
ん
と
共
に
進
化
発
展
し
て
い
き
た
い

　

こ
の
度
、５
月
16
日
付
け
で
執
行
役
員
お
よ
び
薄
板
事
業
部

長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
近
藤
秀
人
で
す
。宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。１
９
８
２
年
に
入
社
以
来
、東
北
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
を
２

度
、郡
山
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
、三
条
支
店
と
３
拠
点
に
勤
務
致
し

ま
し
た
。そ
の
間
、生
産
、オ
ー
ダ
ー
編
成
、営
業
と
様
々
な
経
験

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。勤
務
は
薄
板
事
業
部
一
筋
で
す
が
、

中
期
経
営
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、全
社
目
線
で
の
販
売

活
動
に
視
野
を
広
げ
、今
で
は
藤
田
金
屬
の
取
り
扱
い
商
品
全

て
を
意
識
し
、お
客
様
と
接
す
る
こ
と
で
、販
売
機
会
が
格
段
に

広
が
っ
た
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
は
私
だ
け
で
は
な
く
、

社
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
も
変
わ
っ
た
と
思
って
お
り
ま
す
。

　

今
期
か
ら
新
た
な
中
期
経
営
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま

す
。様
々
な
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、加
工
品
、新
分
野
、新
領
域

に
つ
い
て
、お
客
様
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
役
割
、機
能
を
有
す
る

『
企
画
提
案
力
』を
磨
き
、新
た
な
収
益
基
盤
に
す
る
。既
存
事

業
に
つ
い
て
は
変
化
が
速
く
激
し
い
中
、ど
の
時
代
で
も
対
応
で

き
る『
コ
ス
ト
競
争
力
』を
更
に
向
上
さ
せ
る
。そ
し
て
、個
、部

署
が
時
代
に
合
っ
た
考
え
方
に
変
え
て
知
恵
と
能
力
を
結
集
し

良
好
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
通
し
て『
組
織
力
』の
向
上
へ
と
繋

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
強
化
し
、全
員
参
加
で

安
全
、安
心
な
職
場
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。こ
の
度
、薄
板
事
業
部 

副
事
業
部
長 

兼 

東

北
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
支
店
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
大
花
で
す
。薄
板
事

業
部
以
外
の
方
は
誰
？ 

と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
の
で

簡
単
に
自
己
紹
介
ま
で
。

　
１
９
６
７
年
生
ま
れ
、52
歳
。大
学
卒
業
後
、東
京
の
コ
イ
ル
セ
ン
タ

ー
／
古
賀
オ
ー
ル
㈱
に
入
社
、そ
の
後
、Ｕ
タ
ー
ン
し
て
レッ
カ
ー
リ
ー
ス

の
米
原
商
事
㈱
へ
。１
９
９
７
年
１
月
〜
藤
田
金
屬
に
お
世
話
に
な

り
、入
社
22
年
目
に
突
入
し
薄
板
一
筋
で
奮
闘
中
で
す
。

　

今
ま
で
で
一
番
印
象
に
残
って
い
る
こ
と
は
、仕
事
中
に
東
日
本
大

震
災
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
。８
年
以
上
経
過
し
た
今
で
も
、高
台
に
避

難
し
小
学
校
の
体
育
館
で
一
夜
を
過
ご
し
た
こ
と
や
、翌
日
会
社
ま

で
行
こ
う
と
思
っ
た
ら
水
が
引
か
ず
辿
り
着
け
な
か
っ
た
こ
と
等
々
、つ

い
こ
の
前
の
様
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
今
後
の
抱
負
で
す
が
、新
た
な
ス
ロ
ー
ガ
ン『
動
く
変
る　

次
代
を
つ
か
み
自
ら
進
化
発
展
す
る
企
業
へ
』を
体
現
で
き
る
よ
う

に
、日
々
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
大
切
に
し
、皆
さ
ん
と
一
緒
に
進
化

発
展
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
で
は
皆
さ
ん
ご
安
全
に
! !

執行役員
薄板事業部長 
兼 三条支店長

近藤 秀人

薄板事業部 副事業部長　
兼 東北コイルセンター支店長

大花 謙一

新 薄 板 事 業 部
副 事 業 部 長 挨 拶
新 薄 板 事 業 部
副 事 業 部 長 挨 拶
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２
０
１
９
年
８
月
31
日
、東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
に
あ
る
星
稜
会
館
に
て
開
催
さ
れ

た
、関
東
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
工
業
会
主
催
の
小
集
団
活
動
発
表
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
４
０
０
名
収
容
可
能
な
大
き
な
会
場
が
ほ
ぼ
満
席
の
状
態
で
、自
社
サ
ー
ク
ル
の
応
援
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、他
社
の
活
動
を
参
考
に
し
よ
う
と
皆
さ
ん
真
剣
な
眼
差
し
で
聴
講
し
、

広
い
会
場
全
体
が
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
13
サ
ー
ク
ル
が
参
加
し
、藤
田
金
屬
を
代
表
し
て
長
野
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
／
生
産

チ
ー
ム
ス
リ
ッ
タ
ー
班
が
４
番
目
に
登
場
。「
ラ
イ
ン
停
止
時
間
の
削
減
に
よ
る
作
業
効
率
の

向
上
」を
テ
ー
マ
に
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
選
定
、要
因
分
析
、問
題
点
の
抽
出
、効
果
の
確
認
、資
料
の
作
成
等
々
、限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
の
活
動
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、大
変
素
晴
ら
し
い
内
容
で
し
た
。今
回
の
活
動

内
容
が
薄
板
事
業
部
を
は
じ
め
、ス
テ
ン
レ
ス
特
殊
鋼
事
業
部
も
含
む
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
全

体
に
横
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、他
社
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
が
、属
人
化
さ
れ
た
業
務
の
平
準
化
や
配
送
に
お

け
る
ト
ラ
ッ
ク
待
機
時
間
削
減
等
の
取
り
組
み
が
あ
り
、我
が
社
が
抱
え
て
い
る
同
様
の
問

題・課
題
解
決
の
糸
口
と
し
て
参
考
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
一
言
、生
産
チ
ー
ム
ス
リ
ッ
タ
ー
班
の
皆
さ
ま
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

小
集
団
活
動
発
表
会 

レ
ポ
ー
ト

関
東
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
工
業
会
主
催

提案制度・改善報告制度提案制度・改善報告制度
　～ 皆さんのアイデアや改善を提案してみませんか ～

1994年より一部の事業所で運用されてきた規定や審査基準の見直しを図り、2019年8月より新たに「提案制度」「改
善報告制度」がスタートしました。

会社や所属の事業所・部署の業務・材料・設備・製品等に関して、実現の可能性がある改善や革
新の参考となる提案・提言・アイデアに対して、500円の提案賞が褒賞される制度です。提案制度

表彰等級

Ｓ賞

Ａ賞

Ｂ賞

Ｃ賞

Ｄ賞

Ｅ賞

Ｆ賞

700,000円以上

450,000円以上

200,000円以上

125,000円以上

75,000円以上

25,000円以上

25,000円未満

金額効果の目安
（1カ月の削減効果）

100,000円

70,000円

50,000円

20,000円

10,000円

5,000円

1,000円

褒賞金

事業部長・管理本部長

事業部長・管理本部長

事業部長・管理本部長

所属長・改善委員

所属長・改善委員

所属長・改善委員

所属長・改善委員

審査

会社や所属の事業所・部署の業務・材料・設備・製品等に関して、改善活動を実施し金額効果が
出た活動に対して、効果の金額に応じて褒賞（F賞～S賞）される制度です。改善報告制度

※表彰等級は金額効果の他、「安全衛生」「品質」「着想・努力」「その他」による加点項目で決定します。

全国各地から集結した13サークルの代表が、
発表を行いました。

藤田金屬からは、長野コイルセンター／生産チーム
スリッター班が登場。



2019夏 インターンシップ・採用活動レポート
　会社の安定的かつ長期の事業運営には若手人材の採用が欠かせません。当社も毎年新卒採用を行っておりますが、近
年、採用の現場は大きく変化しています。主に大学3年生を対象としていたインターンシップ（就業体験）は、今や2年生、
1年生も参加するものへ変わりつつあります。また高校2年生を対象としたインターンシップも定着化しています。
　ご協力いただきました各営業店の皆様には、この場をお借りして心より御礼申し上げます。今年度、上半期に実施した
主な活動につきまして、ご報告させていただきます。

Report 01  大学生のインターンシップ（計24名参加）

◆3社合同インターンシップ（8/5～8/8）：11名参加

　セコム上信越㈱様、㈱シアンス様と合同でインターンシップを行っています。4日間の内、1日1社ずつ
体験し、最終日には集合研修を実施しました。藤田金屬のインターンシップでは、午前中に会社概要の説
明等を行い、午後からPowerPointを使っての建材や営業活動の説明、および新潟ヤードでの商材説
明をしていただきました。その後は、2名の社員に参加いただき、座談会形式で学生の質問や不安、悩み
に真摯にお答えいただきました。最終日はもう一度藤田金屬本社に集まり、やすらぎ提でBBQをした
後、会社で自身の価値観を考えるグループワークを行いました。
　インターンシップ実施企業が増える中、何か他社と差を付けられるものをと考え、一昨年からBBQを
始めました。企業側としては、BBQを参加者増加のための目玉の1つにするとともに、会議室では見え
づらい学生の個性を見ることができます。BBQを終えると和やかな雰囲気になり、グループワークでは
率直に意見を交換する姿が見られました。

◆5daysインターンシップ（8/26～8/30）：4名参加

　当社単独かつ長期のインターンシップであり、商社や営業に特に興味を持つ学生の参加が多いです。
ここ最近は5日間の内3.5日は営業店へ訪問し同行営業等をお願いしておりましたが、今回は社内での
営業活動も体験し、より営業全般の理解を深めてもらえるようにと考え、1.5日を社内でできる営業体験
ワークに切り替えました。0.5日は経理部より会社のお金の流れを学ぶとともに、実際に紙で限度申請を
行いながらその仕組みを習得してもらいました。残りの1日は新規顧客を例に、顧客ニーズのヒアリング
から見積書の作成・提案、メーカーへの契約申込、加工指示書作成等、一連の営業活動を体験してもら
いました。
　参加学生は初めて聞く単語や体験に戸惑いもあったようですが、その都度、社員より具体的なアドバ
イスを受け、楽しみながら積極的に取り組んでいました。また、同行営業では三条支店と新潟支店のお
客様を訪問し、最終製品や現場で実際に商材が使われている所を見て、お客様との関わり方・社会的な
役割を実感できた様子でした。

◆1dayインターンシップ（9/4）：9名参加

　当社単独ですが1日開催ということもあり、気軽に参加しやすい内容となっています。最近は特に
1dayインターンシップにたくさん参加し、より多くの企業を知りたいと考える学生が増えています。1日
ながら、建材の説明と見積書の作成ワーク、また座談会を行いました。
　学生にとっては馴染みがなく、堅いイメージすらあった鉄鋼商社の仕事ですが、インターンシップを通
してイメージが良い方向へ変わり、実際に自分の目で見ることの大切さを実感したようでした。
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Report 02  高校生のインターンシップ（2名参加）

　7/31～8/2の3日間、三条支店にて白根高校の2年生を2名受け入れました。白根高校のインターンシッ
プの受け入れは2回目ですが、今回は「課題達成型インターンシップ」であり、企業からの課題に対して生
徒が取り組む、より生徒に主体的な姿勢が求められる内容となっています。
　当社からの課題は、藤田金屬の「モノづくりでの役割」を友達に教えるA4のリーフレットを作成すること
です。1日目は午前中に会社概要や三条支店の概要、安全教育や商品についての説明を受け、午後からは
工場へ行き、クレーンに乗って工場全体を俯瞰しながらその役割を学ぶとともに、事務所での加工指示書
作成等の業務を見学してもらいました。2日目はお客様の工場を訪問し、三条支店で加工した製品が、お客
様の所でどのように商品化されるのかを見学。参加生徒は大変興味深そうな様子で、積極的に担当者へ質
問をしていました。3日目はリーフレットの作成です。午前中は自分たちだけで作成し、午後からは社員を交
え、適宜アドバイスを受けながら完成させてもらいました。このリーフレットは9月に高校で行われる発表会
で使用され、1年生を前に、自分たちがインターンシップで学んだことを発表するとのことです。

Report 03  新潟大学キャリア授業への参画

　6/13～8/1の毎週木曜日2限～4限の授業で行われる、企業人と学生のハイブリッドという授業に参画
しました。9社の企業と約40名の学生が参加したこの授業は、企業の若手社員が抱えている課題に対して、
授業を受けている学生とチームを組んで取り組み、最終的にその成果を発表します。当社からは、メンター
役と若手社員役として2名の社員が参加し、4人の学生と一緒に「企業理解を促し、そこに魅力ややりがい
を感じてもらえるようなインターンシップメニューの開発」という課題に取り組みました。
　この授業はただ課題に対する成果を出すことや学生の成長だけを求めるのではなく、部下を持ったことがない
若手社員が、ファシリテーターとしていかにチームの力を引き出せるかという企業側の社員教育も兼ねています。
非常にタイトなスケジュールではありましたが、積極的な学生の参加もあり、内容の濃い成果発表ができました。

2019新潟まつり 大民謡流しレポート
「新潟まつり」初日8月9日に開催された日本最大級の「大民謡流し」。参加した社員の中からお二人に感想を語っていただきました。

▲会社のロゴをモチーフにした万灯を囲んで、参加者全員で記念撮影！

初めて新潟市の伝統ある行事、大民謡流し
に参加させていただきました。毎年テレビで
見る光景に自分自身が加わって踊るというこ
とに少し緊張いたしました。練習などで踊っ
たことがなかったので当日はうまく踊ることが
できませんでしたが、会場の熱気を肌で感じ
ることができ、貴重な体験となりました。もしま
た参加させていただく時は、しっかり踊れるよ
うに前もって練習していきたいと思います。

今回の大民謡流しは、私にとって約6年ぶり2
度目の参加でした。新潟市の出身ではなく新
潟甚句に馴染みがないため、すっかり振付を
忘れてしまっていたのですが、なんとか当日
は遅れをとることなく皆さんと踊れたので一
安心でした！約1万5千人もの人が様々な衣
装で一斉に踊る様子は本当に華やかで、夏
だなと季節を感じられて良かったです。

燕三条地域の名だたる工場が開催期間中にKOUBA（工場、耕場、購場）を開放。様々な視点から
燕三条地域のモノづくりの魅力に出会えるイベントです。
【工場の祭典】 開催期間／2019年10月3日（木）～6日（日）
 出展企業／約110社　場所／新潟県三条市・燕市全域、および周辺地域

第7回「燕三条 工場の祭典」に参加します！ 昨年に引き続き燕支店の参加と、
三条支店の初参加が決定！

10月4日（金）、5日（土）に工場を
開放し、見学会を行います。 詳細は

当社HPにて
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